


















昨年度は prolactinoma 症例について産褥期の乳汁分泌の良否及びプロラクチン値との関

連を各種治療法別に比較検討し,手術療法より bromocriptine 療法の方が乳汁分泌は良好

であるとの成績を得た。今年度は引き続き prolactinoma 症例については授乳が腫瘍の発育

に及ぼす影響について検討を加え,さらに各種内分泌疾患における乳汁分泌の良否につい

ても新たなテーマをもうけて調査した。 


